
看護部　外来

　こんにちは、外来看護部です。当院には内科・循環器科・脳
外科・整形外科・外科・消化器科・泌尿器科・眼科・皮膚科・歯
科口腔外科・リハビリ科・放射線科など複数の診療科がありま
す。一度に複数の科で専門的な診察を受けられることは、患者
様にとっては安心で便利な反面、それぞれに待ち時間が発生
してしまいご負担をおかけすることもあります。院長の診察で
は、患者様も多く2時間以上お待たせすることがあり、大変申し
訳なく感じておりますが、このたび、糖尿病患者様には嬉しいお
知らせがあります。
　4月から新しく2名の内科医師を迎えました。内分泌・糖尿病
を専門とする伊藤大先生と大西裕大先生です。患者様の声
に耳を傾けて丁寧に診察をされています。糖尿病の患者様
で、診察をご希望の方は是非ご相談ください。
　外来スタッフは科長、主任を含めた看護師23名・介護士2
名・診療クラーク（各科受付含む）9名で構成されています。
　「患者様とご家族の立場に立って考え、その人にとっての最
良の看護を提供し、『思いやりの心』『尊敬の心』をもって接しま
しょう。」という看護部の理念のもと日々の看護を実践していま
す。北病院に入職して、外来を担当して3年以上のスタッフが
80％以上になりましたから、患者様にも顔を覚えていただき、安
心してご相談いただけるのではないでしょうか。ご自宅で病気
を抱えて生活することは、大変なことです。患者様にもご家族に
も安心して通院いただけるように、スタッフ一同今後も努力して
まいります。

看護部　外来科長　石黒

令和になった五月。爽やかな初夏から一気に真夏日。
早くも「熱中症に注意！」と、喚起されています。こまめな水
分補給と暑さ対策、わかっているけどこれがなかなか難しい
…。異常に気付いたら早めの受診を！

★2019年度　新入職員研修の様子
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※中途採用も随時受け付けております。
ブランクのある方には、研修も行っておりますの
でお気軽にご相談ください。

※病院見学も随時受け付けておりますので、
ご希望の方はご連絡ください。
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あなたの〝キャリア″を
生かしてみませんか！？

在宅グループからのお知らせ

今年度も『秋祭り』
11月3日に開催します！
詳細は後日、お楽しみに！

（地域医療支援課）
（地域医療支援課）

☆看護職員
（正職員・パート）
夜勤のできる方　歓迎
☆介護職員
（正職員・パート）

月曜日、火曜日は受付16:30終了

東名高速/浜松I.C→天竜浜北方面北へ3km→
「笠井交番西」の次の交差点を左折2km

新東名高速/浜松浜北I.C→152号線を南へ10km→
「有玉北町」交差点を左折1.6km→
「大島町西」交差点を右折0.4km



早朝出勤時に見る、田が青空を映し、その中で波紋も立て
ず白鷺が餌を探す光景は、とても幻想的で写真にでも収めた
くなる気持ちになります。当院近辺は田も多く見ようと思えば
いつでも見られますが、少し早起きをしなければ、この御褒美
を貰う事が出来ません。また稲が大きく育つとこの光景は見ら
れませんので見たい方はお早めに。
この時期、冬の間 涸れていた水路は、田に水を引き込む為、
満 と々水をたたえております。先に書いた白鷺の様にじっと目
を凝らせば、オタマジャクシや小さな魚を見つけられます。子
供の頃、用水は格好の遊び場でした。流れも緩やかで安全な
上、生き物も豊富。図鑑に出ている淡水生物（清流に住む物
は除く）もほとんど捕まえる事が出来ました。水路は狭く魚を
追い回し易かったですね。三角網（ブッタイ）なんかを持って
いる子は人気者。子供達垂涎のアイテムでした。二人一組で魚
を追い回せば、網の上でビチビチ跳ねる小魚の数に驚くと思
います。子供達には亀＞鰻・鯉＞…オタマジャクシといった具
合に人気番付がされており、捕まえては自慢したのを思い出し
ます。（幼少期 同じ経験がありませんか？）
間もなく盆に備え、大念仏の練習が始まります。私と一緒に
練習に参加している子供からお父さんを介して『青山おじちゃ
ん　メダカ欲しい？』と毎年 連絡があります。その子のお目当
ては〝亀〟なのですが、私が欲しがっているから…とメダカも
沢山捕ってくれます。『○○の用水で捕ってるで来なよ…』と
お父さんからの連絡が入ると、メダカの容器だけではなく〝網
〟まで車に積み込む私は何なのでしょう。子供の世話を理由
に40・50歳を過ぎた大きな子供が2人で魚を追い回す…。いく
つになっても楽しいものです。（いつまでもこんな自然が残せ
るといいですね）
かわいい小さな漁師さんは、今年も沢山のメダカ獲ってくれ
るかな？
事務所外の水がめを眺めてソワソワしている今日この頃
です。

管理栄養士　青山

　2019年4月より浜松北病院で勤務することになりまし
た伊藤大と申します。糖尿病などの生活習慣病とホルモ
ンの分泌や作用に異常がある内分泌疾患を中心に診療
をしております。
　糖尿病がほかの病気と大きく異なるところは、実際に
治療をしていくのが患者さん自身であるというところです。
　糖尿病の治療には適切な食事や運動、お薬を使うこと
が必要となります。しかし、これらを毎日継続していくの
は簡単なことではありません。よりよい生活を送るために
患者さんの生活を知って治療の負担を軽くし、継続でき
るように心身両面から支えていくことを心がけています。
　内分泌疾患は、あまり馴染みがないように思われるか
もしれません。しかし日本に4300万人と推定される高血
圧症の10人に１人はホルモンの分泌異常が原因の高血
圧です。これらは脳卒中や心疾患の危険性が高いこと
が知られています。注意深く診察と検査を行って診断し、
各科と連携して治療に当たります。
　糖尿病、内分泌疾患が専門ですが、病気に対するア
プローチだけでなく心の問題、禁煙やワクチンなど予防
医学、介護、老年医療など「気軽に相談できる総合的な
医療」を心がけています。今後ともよろしくお願いします。

内科医師　伊藤　大

　今年度4月より浜松北病院で仕事をさせていただくこ
ととなりました。出身は岐阜ですが、浜松の方が断然住
みやすく、浜松医大入学後から10年以上になります。
　大学卒業後、初期研修2年を浜松医療センターで、そ
の後４年間は専門医取得のため聖隷浜松病院内分泌内
科で勤務しておりました。聖隷浜松病院では源馬先生の
患者さんを引き継ぎ、相当なプレッシャーを感じながら
も、甲状腺・下垂体などの内分泌疾患もかなり勉強でき
たのではないかと思います。依然未熟ではありますが、
ようやく専門医をとれる年になりました。
　専門外の疾患については、救急外来などでたまに診る
程度であり、総合診療や一般内科といった幅広い分野
について学ぶ機会はそれほどありませんでした。内分泌
代謝学は面白いと思っていますが、もう少し幅広く勉強
し、患者さんを診るほうが今の高齢化社会、地域医療と
いった面から、また自分の選択肢が広がるといった点か
らも良いのではないかと考えていました。そこで糖尿病な
ど専門も生かしつつ、幅広く診ることができる浜松北病
院に魅力を感じ、勤めさせていただくこととなりました。
　患者さんのためになるべく早く戦力となるよう努めて
参りたいと思っております。よろしくお願いします。

内科医師　大西　裕大

着任のご挨拶
『新任医師2名を迎え、糖尿病医療体制の充実を図っています！』

　メンバーは、医師・看護師・薬剤師・理学療法士・栄養士・クラーク・保健師などで構成し、多職種が関わっています。
＊糖尿病教室を年6回開催
　2019年度は、5/28・7/23・9/24・11/26・1/28・3/24　火曜日　午後3時～4時に開催いたします。
＊糖尿病週間における活動
　11月の『世界糖尿病デー』にあわせ、啓蒙・予防活動や、病院内での無料血糖測定・栄養相談を実施しています。
＊患者会（北友会）の支援
　日本糖尿病協会発行の学習資材『さかえ』の配本、総会・懇親会の開催、ウオーキングイベントへの参加案内を
行っています。

♥糖尿病ケアサポート委員会の活動紹介

2019年7月現在

都合により、休診、代診など変更がある場合があります。ご了承ください。

1・3・5週の土曜日は休診です。（2019年4月より、歯科口腔外科も1・3・5週の土曜日
は休診となります）

受付時間/午前8:00～12:00　午後13:00～16:30　夕方16:30～18:45

午後

（糖尿病・内分泌）

（糖尿病）

（糖尿病）

（腎臓）

（血液内科）

（糖尿病）

（糖尿病・内分泌）

（糖尿病）

（糖尿病・内分泌）

（呼吸器）

（糖尿病・内分泌）

（呼吸器）※第1週休診 （糖尿病） （糖尿病）

（糖尿病・内分泌） （内分泌） （循環器）

（呼吸器） （呼吸器）


